
　NPO法人タランガフレンドシップグループ(TFG)は、2007年度と2008年度に低開発村の住民の
ための基礎農業や農業経営等の研修を行いました。
　プロジェクトを始めるに当たって、近くの仏教寺院で事業の成功のために、捧げ物をし、関係者十
数人でお祈りをしました。計画を立てるのに半年、JICAの審査が半年、その後2年かけて事業が実施
されました。都合3年に及ぶプロジェクトでした。
　スリランカ国内の活動では、マーネル・クマーリさん(写真右端から二人目の女性)が心強い協力者
でした。TFGスリランカ事務所の代表であり、私の通訳でした。彼女は岐阜大学博士課程中退の日
本語が堪能な人です。もう一人は、ジャヤシンハさん(写真左端後方の男性)です。北西州政府の農業
省の職員であり、地元をよく知る重要な協力者でした。二
人には特に感謝しています。
　事業を進める上で、JICAスリランカ事務所や北西州政
府のサポートがありました。当然、北西州に住む住民の手
助けもありました。現地調査のため、いろいろな地元民に
お会いし、意見を聞きました。食事に呼ばれたこともあり
ます。研修生の結婚式にも参加しました。事業の最後には、
北西州知事よりクマーリ先生とともに感謝状も頂きました。
　今となっては、多くのスリランカの方々との交流こそが、
私にとっての最大の財産です。そして、プロジェクト関係
者の多くの方々に心より感謝いたします。ありがとうござ
いました。(日置)

JICA・TFGプロジェクトの事例-その4(最後に)

　世界中に影響を与えた新型コロナも3年が経過し、本当に少しずつではありますが、日常生活も戻
り始めていることを感じる機会も増え、喜びと期待をしています。
　今回、新型コロナの感染対策を十分に行うという条件のもと、尾西地区の福祉団体のグループが鍛
錬旅行を３年ぶりに企画、開催されましたので取材させていただき
ました。
　今回は長野県へリンゴ狩りに出掛けるということでした。出発の
時刻に取材とともに、お見送りをさせていただきましたが、参加の
皆様も長い自粛生活であった為にこの旅行を非常に楽しみにしてお
られる方がたくさんみえて、何よりも皆さんの笑顔がとてもよく、
印象に残りました。
　久しぶりの楽しい思い出の1ページの追加になれば良いなと思い
ました。
　いよいよ、少しずつ少しずつではありますが、日常が戻りつつあ
ります。
　来年度こそ、この取材ページにコロナに関係なく、皆さんがいろ
いろな場所で活動されている内容を、載せられるよう期待していま
す。(岩下)

少しずつ戻りつつある日常を探して

スリランカで国際協力活動

スリランカ北西州の畜産農家を訪ねて
畜産研修会場の事前調査2007年12月撮影
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第 18回「狭い道での心がけ」
　車いすに乗っていると、段差ほどではありませんが、狭い
場所の通行にもかなり苦労します。たとえば、図書館やコンビニでは特に道幅を意識します。通路の
両側に並ぶ本や商品に、車いすをこぐ腕やタイヤなどが当たりかねないからです。前方だけを気にす
るのではなく、自分の足や荷物が触れることのないよう、慎重に通ります。
　また、元の場所への戻り方も、ある程度考えておかなければなりません。その場で方向転換ができ
るスペースがあればよいのですが、人通りや物の配置はその都度異なるため、注意が必要です。以前
買い物中に後ろ向きで通路を引き返そうとした際、入ったときよりも混んでいて、動けなくなったこ
とがありました。
　車いすの操作に慣れていても油断せず、周りの状況をみて動くのが大切だと、あらためて実感しま
した。（小鹿）

車いす使用の職員発
信

日常生活自立支援事業をご存知ですか？

生活福祉資金貸付制度のご案内

認知症や知的障害、精神障害があり、日常生活に不安を抱える方のために、下記のようなお手伝いができます。
支援内容 利用料

★福祉サービス利用のお手伝いをします
・福祉サービスの利用に関する相談・情報提供
・福祉サービスの利用料の支払い手続き

★日常的なお金の出し入れをお手伝いします
・年金、福祉手当の受領に必要な手続き
・病院への医療費、税金、社会保険料、公共料金等の支払い手続き
・生活に必要な預貯金の出し入れ等の手続き

★大切な書類等をお預かりします
・銀行の貸金庫で通帳や印鑑、証書などの大切な書類を保管します
※書類預かりのみのサービスは利用できません

【問合せ】本部 日常生活自立支援事業担当（℡85-7024）

１回１，２００円
＊生活保護受給者は無料

月額２５０円

福祉サービスを
利用したいけれ
ど、どこへ相談し
たらいいの？

もの忘れが多く、通
帳や印鑑、大事な書
類などをよくなくし
てしまい困っている。

市役所から書類
が来ても手続き
の仕方が分から
ない。

お金のやりくり
がうまくできず、
いつも支払いが
滞ってしまう…。

　支援を受けることにより自立した生活ができると認められる低所得世帯、障害者、高齢者の属
する世帯を対象に、資金貸付の相談を行っています。本貸付制度は資金種類ごとに要件・条件が
あります。詳細については、本部 (℡85-7024) へお問い合わせください。
※貸付には審査があります。希望するすべての方にお貸しできるものではありません。

152023（令和5）年 2月　いちのみやの社会福祉14 2023（令和5）年 2月　いちのみやの社会福祉


